













ー室においてミニ・シンポジウム「アート・アーカイヴの諸相」を開催した。近年、国内で開催される戦後日本美術を検証する展覧会においては、作品制作の所以を知るために、スケッチブック、書簡、記録写真、映像資料などさまざまなアーカイヴを用い 展示が行われ、また、パフォーマンスなどの行為自体を表現とする作家やグループにおいては、アーカイヴがその活動を検証する唯一の手掛かりとなる場合も少なくない。さらに、北米を中心とする戦後日本美術への関心 高まりにより、重要作家のア カイヴが海外の機関に収蔵されることもしばしば耳にする。今回の企画は、国内においてもその重要さは認識されてい なかで、文化財研究機関、美術館、アーカイヴ機関、その他の団体などが、戦後日本美術のアーカイヴ 対して、どのような活動をし、これから展開できるだろうか いう問題意識が企画 発端にあった。　
今回は、比較的近い時代の「アート・アーカイヴ」をテーマとし、第一部とし
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